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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第94期

第３四半期
連結累計期間

第95期
第３四半期
連結累計期間

第94期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （千円） 17,494,573 22,571,055 20,738,206

経常利益 （千円） 2,542,185 3,263,998 2,982,418

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 1,782,738 2,140,347 2,088,204

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,024,572 1,926,876 2,219,541

純資産額 （千円） 24,728,511 26,323,832 24,923,481

総資産額 （千円） 34,257,011 44,503,076 37,445,150

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 118.50 142.28 138.81

潜在株式調整後

１株当たり四半期

（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.19 59.15 66.56

 

回次
第94期

第３四半期
連結会計期間

第95期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 48.19 66.56

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業業績は堅調であり、雇用情勢の改善が続くなか、景気

は回復基調で推移いたしました。

　海外におきましては、米国では雇用情勢や所得の改善が進み、欧州では成長率は伸び悩んだものの全体的には景

気は堅調に推移いたしました。

　また、中国経済は、投資の減速感や米中貿易摩擦等を背景とした影響により、不透明感が残る状況で推移いたし

ました。米国の貿易に関する保護主義的な政策や地政学的リスクなど世界経済への懸念は大きく、後半は成長の鈍

化の高まりとともに先行きの不透明感が続く状況にあります。

　このような状況のもと当社グループにおきましては、「時流に乗って躍進」をスローガンに、顧客ニーズの変化

や市場動向を的確に把握し、顧客満足度の向上に努めるとともに、価値ある技術を創出し続けるべく、積極的に受

注並びに生産活動に取り組んでまいりました。

　スマートフォンや電気自動車関連市場の需要拡大に向けた企業の設備投資計画により、電気・電子部材関連及び

エネルギー関連分野向けを中心として受注及び受注残高ともに、高水準で推移いたしました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は22,571百万円（前年同期比29.0％増）となり、利益面では営業

利益は3,213百万円（前年同期比29.7％増）、経常利益は3,263百万円（前年同期比28.4％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は2,140百万円（前年同期比20.1％増）となりました。

　受注残高につきましては、43,362百万円（前期末比12.7％増）となりました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

 

（塗工機関連機器）

　当セグメントは、二次電池向け電極塗工装置、光学機能性フィルム製造装置関連を中心に推移いたしました。

　その結果、売上高は9,144百万円（前年同期比14.2％増）となりました。また、セグメント利益は888百万円

（前年同期比35.5％減）となりました。

　受注残高につきましては、18,286百万円（前期末比1.1％増）となりました。

 

（化工機関連機器）

　当セグメントは、真空薄膜装置及び成膜装置を中心に推移いたしました。

　その結果、売上高は12,177百万円（前年同期比55.3％増）となりました。また、セグメント利益は2,741百万

円（前年同期比100.7％増）となりました。

　受注残高につきましては、24,068百万円（前期末比22.4％増）となりました。

 

（その他）

　当セグメントは、染色整理機械装置、各種機器の部品の製造及び修理・改造などを行っております。

　売上高は1,249百万円（前年同期比24.2％減）となりました。また、セグメント利益は391百万円（前年同期比

1.9％減）となりました。

　受注残高につきましては、1,008百万円（前期末比37.8％増）となりました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた対処

すべき課題はありません。
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(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、286百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

　当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同期比（％）

塗工機関連機器 7,947,218 +25.4

化工機関連機器 8,974,409 +47.0

その他 788,335 △32.1

合計 17,709,963 +30.2

（注）１．金額は生産原価で、上記の内には外注生産によるものも含んでおります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

② 受注状況

　当第３四半期連結累計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前期末比（％）

塗工機関連機器 9,349,399 △14.9 18,286,041 +1.1

化工機関連機器 16,576,770 △5.3 24,068,011 +22.4

その他 1,526,332 △25.3 1,008,098 +37.8

合計 27,452,502 △10.1 43,362,152 +12.7

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

③ 販売実績

　当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同期比（％）

塗工機関連機器 9,144,039 +14.2

化工機関連機器 12,177,092 +55.3

その他 1,249,923 △24.2

合計 22,571,055 +29.0

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更及び新た

に生じたものはありません。

 

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金需要

　当社グループの資金需要の主なものは、運転資金、法人税等の支払、設備投資、借入金の返済、配当金の支払

等であります。

　また、その資金は、主として自己資金により充当し、金融機関からの借入による資金調達を必要に応じて実施

することで金融費用を低減するよう努めております。

 

②　総資産

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ7,057百万円増加し、44,503百万円となりま

した。以下において主な科目別に説明いたします。

 

（資産）

　流動資産は前連結会計年度末に比べ7,351百万円増加し、36,365百万円となりました。その主な要因は、現

金及び預金が1,962百万円、資金運用のため有価証券が7,658百万円、たな卸資産が1,419百万円それぞれ増加

したこと、及び売上債権が3,884百万円減少したことによります。

　また、固定資産は前連結会計年度末に比べ293百万円減少し、8,138百万円となりました。その主な要因は、

京都府木津川市における新工場建設等により建設仮勘定が326百万円増加し有形固定資産が150百万円増加した

こと、時価の変動等により投資その他の資産が431百万円減少したことによります。

 

（負債）

　流動負債は前連結会計年度末に比べ5,894百万円増加し、17,103百万円となりました。その主な要因は、仕

入債務が1,155百万円、前受金が4,101百万円それぞれ増加したことによります。

　また、固定負債は前連結会計年度末に比べ237百万円減少し、1,075百万円となりました。その主な要因は、

長期借入金が177百万円、退職給付に係る負債が38百万円それぞれ減少したことによります。

 

（純資産）

　純資産は前連結会計年度末に比べ1,400百万円増加し、26,323百万円となりました。その主な要因は、親会

社株主に帰属する四半期純利益を2,140百万円計上したこと、配当金を526百万円支払ったこと、その他有価証

券評価差額金が243百万円減少したことによります。

 

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

　当第３四半期連結累計期間において経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更及び新たに生じたものは

ありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成31年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,394,379 15,394,379
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 15,394,379 15,394,379 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 15,394,379 － 1,847,821 － 1,339,654

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式 350,700
 

－ －

完全議決権株式（その他）

 

普通株式 15,036,600
 

150,366 －

単元未満株式

 

普通株式 7,079
 

－ －

発行済株式総数 15,394,379 － －

総株主の議決権 － 150,366 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式83株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ヒラノテクシード

奈良県北葛城郡

河合町大字川合101番地の１
350,700 － 350,700 2.28

計 － 350,700 － 350,700 2.28

（注）　当第３四半期会計期間末現在の保有自己株式数は350,783株です。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,280,211 12,242,882

受取手形及び売掛金 ※ 7,461,326 ※ 4,070,487

電子記録債権 ※ 1,587,838 ※ 1,094,017

有価証券 600,000 8,258,930

仕掛品 8,524,989 9,912,840

原材料及び貯蔵品 99,808 131,152

その他 465,816 658,869

貸倒引当金 △6,165 △4,177

流動資産合計 29,013,826 36,365,002

固定資産   

有形固定資産 3,959,908 4,109,988

無形固定資産 90,283 78,408

投資その他の資産   

投資有価証券 3,888,774 3,562,018

その他 492,356 387,658

投資その他の資産合計 4,381,130 3,949,676

固定資産合計 8,431,323 8,138,073

資産合計 37,445,150 44,503,076
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,564,132 3,622,971

電子記録債務 2,652,175 3,748,647

短期借入金 － 150,000

1年内返済予定の長期借入金 584,932 604,552

未払法人税等 509,539 511,851

前受金 3,063,444 7,164,855

賞与引当金 198,050 200,581

製品保証引当金 67,389 77,677

その他 569,118 1,022,546

流動負債合計 11,208,782 17,103,682

固定負債   

長期借入金 649,824 471,855

役員退職慰労引当金 79,470 77,403

退職給付に係る負債 533,266 494,899

資産除去債務 14,888 15,113

その他 35,437 16,290

固定負債合計 1,312,886 1,075,561

負債合計 12,521,669 18,179,243

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,847,821 1,847,821

資本剰余金 1,339,722 1,339,722

利益剰余金 21,719,994 23,333,815

自己株式 △408,218 △408,218

株主資本合計 24,499,320 26,113,141

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 621,205 377,969

退職給付に係る調整累計額 △197,044 △167,279

その他の包括利益累計額合計 424,160 210,690

純資産合計 24,923,481 26,323,832

負債純資産合計 37,445,150 44,503,076
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 17,494,573 22,571,055

売上原価 13,601,899 17,709,963

売上総利益 3,892,673 4,861,092

販売費及び一般管理費 1,413,855 1,647,150

営業利益 2,478,817 3,213,941

営業外収益   

受取利息 3,311 2,139

受取配当金 48,221 51,814

その他 34,680 23,078

営業外収益合計 86,213 77,033

営業外費用   

支払利息 5,987 7,232

売上割引 6,232 17,449

その他 10,625 2,295

営業外費用合計 22,845 26,976

経常利益 2,542,185 3,263,998

特別利益   

固定資産売却益 － 1,025

特別利益合計 － 1,025

税金等調整前四半期純利益 2,542,185 3,265,024

法人税、住民税及び事業税 749,750 1,063,286

法人税等調整額 9,697 61,391

法人税等合計 759,447 1,124,677

四半期純利益 1,782,738 2,140,347

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,782,738 2,140,347
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 1,782,738 2,140,347

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 222,043 △243,235

退職給付に係る調整額 19,790 29,765

その他の包括利益合計 241,833 △213,470

四半期包括利益 2,024,572 1,926,876

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,024,572 1,926,876

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理を

しております。なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成30年12月31日）

受取手形 14,954千円 5,443千円

電子記録債権 4,280千円 240,694千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日

至　平成30年12月31日）

減価償却費 234,678千円 234,593千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 240,703 16.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 195,567 13.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 255,741 17.00 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

平成30年11月９日

取締役会
普通株式 270,784 18.00 平成30年９月30日 平成30年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 塗工機関連機器 化工機関連機器 その他

売上高     

外部顧客への売上高 8,003,927 7,841,534 1,649,110 17,494,573

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 8,003,927 7,841,534 1,649,110 17,494,573

セグメント利益 1,378,072 1,366,429 399,046 3,143,549

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

3,143,549

△664,731

四半期連結損益計算書の営業利益 2,478,817

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 塗工機関連機器 化工機関連機器 その他

売上高     

外部顧客への売上高 9,144,039 12,177,092 1,249,923 22,571,055

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 9,144,039 12,177,092 1,249,923 22,571,055

セグメント利益 888,597 2,741,871 391,555 4,022,024

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

4,022,024

△808,082

四半期連結損益計算書の営業利益 3,213,941

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 118円50銭 142円28銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,782,738 2,140,347

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
1,782,738 2,140,347

普通株式の期中平均株式数（株） 15,043,766 15,043,596

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第95期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当については、平成30年11月９日開催の取締役会に

おいて、平成30年９月30日を基準日として、株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

①　配当金の総額 270,784千円

②　１株当たりの金額 18円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成31年２月７日
 

株式会社ヒラノテクシード
 

取　締　役　会　御　中  

 

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後 藤 紳 太 郎 ㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松 嶋 康 介 ㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ヒラノテクシードの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半
期連結会計期間（平成30年10月１日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30
年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒラノテクシード及び連
結子会社の平成30年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営
成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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